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(1)政治権力の正統性を、伝統的支配・カリスマ的支配・合法的支配に分け、

合法的支配が最も正統性をもつと主張したドイツの社会学者は誰か。 

 

(2)「国王といえども神と法の下にある」というブラクトンの言葉を引用し、

法の支配を説いた、17 世紀のイギリスの裁判官は誰か。 

 

(3)万人の万人に対する闘争の言葉で知られる、 

イギリスのピューリタン革命期の思想家は誰か。 

 

(4)政府は国民の信託によるとし、抵抗権を理論づけた 17 世紀イギリスの

思想家は誰か。近代民主政治の基本原理を確立した人物でもある。 

 

(5)国家は国民主権や直接民主制に基づく共和制をとるべきと主張した、

18 世紀フランスの思想家は誰か。 

 

(6)1948 年の世界人権宣言は、1941 年にアメリカ大統領が出した 

「四つの自由」がもとになっている。この大統領はだれか。 

 

(7)民主政治の原理を、「人民の、人民による、人民のための政治」と 

表現したアメリカ大統領はだれか。 

 

(8)ロックの権力分立論を発展させて、三権分立の形でまとめた 

18 世紀フランスの思想家はだれか。 

 

(9)1985 年から旧ソ連共産党書記長に就任し、1988 年と 1990 年の 

憲法改正によって大きな政治改革を実施した政治家はだれか。 

 

(10)1989 年から、軍事政権によって断続的に自宅軟禁されていた 

ミャンマーの民主化指導者が、2012 年に当選した。これは誰か。 

 

(11)「地方自治は民主主義の学校である」という言葉で有名な、 

イギリスの政治学者はだれか。 

 

(12)13 世紀、「国王といえども神と法の下にある」と法の重要性を説いた、

イギリスの裁判官は誰か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1)マックスウェーバー 

  

 

 (2)エドワード＝コーク 

 

 

 (3)ホッブズ 

 

 

 (4)ロック 

 

 

(5)ルソー 

 

 

(6)ローズベルト 

 

 

(7)リンカーン 

 

 

(8)モンテスキュー 

 

 

(9)ゴルバチョフ 

 

 

(10)アウン＝サン＝スーチー 

 

 

(11)ブライス 

 

 

(12)エドワード＝コーク 

 

１.政治分野の主要人物 
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(1)国家は治安や国防など最小限の役割を果たし、必要以上に国民生活に

介入すべきでないと考えられた。このような国家を何というか。 

 

(2)17 世紀のイギリスで発達した、政治は権力者の恣意によってでなく 

法に基づいて行わなければならないという原則を何というか。  

 

(3)19 世紀のドイツで発達した、権力者は法に従って政治を行うべき 

とする考え方を何というか。  

 

(4)王の権力は神から授かったもので、王権を制限することは許されない 

という考え方を何というか。  

 

(5)1215 年、イギリスのジョン王の悪政に、貴族層が反抗し税や逮捕に 

関するルールを認めさせた文書を何というか。  

 

(6)1628 年、イギリス議会がチャールズ 1 世の専制を制限するために 

請願を提出し、王に守るよう約束した。これを何というか。  

 

(7)1642 年、チャールズ 1 世の専制に議会が反抗して起こしたイギリスの

市民革命を何というか。  

 

(8)1688 年、再び王制が復活したイギリスで起きた市民革命を何というか。

「無血革命」とも呼ばれる。  

 

(9)(8)の後(1689 年)、王位についたウィリアム三世が承認し、 

法律として発布したものを何というか。  

 

(10)1789 年、フランス革命の中で出された、基本的人権の保障を 

確立した宣言書を何というか。  

 

(11)ホッブズが社会契約説を説いた著書は何か。  

 

 

(12)ロックは、国民の代表者により構成される議会や政府を通して、 

国民の意思を政治に反映させるべきと主張した。この制度は何か。  

 

(13)ロックによる、政治学上の主著を何というか。  

 

 

(14)国家は国民主権や直接民主制に基づく共和制をとるべきと主張した、 

18 世紀フランスの思想家は誰か。フランス革命に影響を与えた。  

 

 

 

 (1)夜警国家 

 

 

(2)法の支配 

 

 

(3)法治主義 

 

 

(4)王権神授説 

 

 

(5)マグナ・カルタ 

 

 

(6)権利請願 

 

 

(7)ピューリタン革命 

   清教徒革命 

 

(8)名誉革命 

 

 

(9)権利章典 

 

 

(10)フランス人権宣言 

 

 

(11)『リヴァイアサン』 

 

 

(12)間接民主制 

 

 

(13)『統治二論』 

   『市民政府二論』 

  

(14)ルソー 

 

２.人権保障の歴史 
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(15)(14)の人物による、フランス革命に影響を与えた代表的著書を 

何というか。  

 

(16)(14)の人物の基本概念で、公共の利益の実現を目指す意志のことを 

何というか。  

 

(17)1838 年からイギリスで起きた、労働者階級が参政権を求めて 

起こした政治運動を何というか。 

 

(18)20 世紀になって登場してきた基本的人権で、人間に値する生活を 

保障するよう、国に対して要求できる権利のことを何というか。 

 

(19)1919年、(19)の規定を世界で最初に明記した憲法を何というか。 

 

 

(20)1948 年に国連総会で採択された、世界の自由や平和の基礎 

として人権保障を徹底することを示した宣言を何というか。 

 

(21)(20)の宣言は 1941 年にアメリカ大統領が出した「四つの自由」 

がもとになっている。この大統領はだれか。 

 

(22) 1976 年、(20)の宣言は法的拘束力を持たなかったので、その 

精神を条約化し各国に実施を義務付け、制定された条約は何か。 

 

(23)1948 年以降、南アフリカ共和国がとってきた人権無視の 

人種隔離政策を何というか。 

 

(24)2010 年から 2012 年にかけて、チュニジアやエジプトなどで、 

独裁政権が民衆のデモ活動で倒れた、一連の動きを何と呼ぶか。 

 

 

 

 

(1)イギリスにおいて、国王の任命による貴族や聖職者で構成される 

議院を何というか。 

 

(2)イギリスの二大政党は保守党とどこか。 

 

 

(3)イギリスでは野党に次の政権をただちに担当できるよう政策を 

準備させている。このような野党の組織を何というか。 

 

(4)アメリカ大統領の任期は何年か。 

 

 (15)『社会契約論』 

 

 

(16)一般意思(意志) 

 

 

(17)チャーチスト運動 

 

 

(18)社会権 

 

 

(19)ワイマール憲法 

 

 

(20)世界人権宣言 

 

 

(21)ローズベルト 

 

 

(22)国際人権規約 

 

 

(23)アパルトヘイト 

 

 

(24)アラブの春 

 

 

 

 

 

(1)貴族院 

 

 

(2)労働党 

 

 

(3)影の内閣 

 シャドー・キャビネット 

 

(4)４年  

 

３.世界の政治体制 
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(5)アメリカの議会に対して、大統領が連邦の状況報告や自己の政策を 

訴え、必要な施策や法案の審議を要請する文書を何というか。 

 

(6)アメリカの二大政党は、民主党とどこか。 

 

 

(7)アメリカの裁判所は、法律の執行について憲法に沿っているかを 

審査する権限を持っている。これを何というか。 

 

(8)ゴルバチョフによる、政治・経済・社会体制の建て直しを進めた 

改革を何というか。 

 

(9)1991 年 12 月、ソ連が解体した後に独立した各共和国で、 

新たに創設した体制を何というか。 

 

(10)中国は一党独裁体制であるが、政治機関への指導や、 

国家の重要ポストのすべてを占めている政党を何というか。 

 

(11)中国の国会に相当する機関で、中国の最高機関とされる機関を 

何というか。 

 

(12)1997 年、イギリスから中国に返還された地域を何というか。 

アヘン戦争によって割譲されたが 155 年ぶりに返還された。 

 

(13)中国政府は、社会主義の体制を採る中国本土と、資本主義体制を 

採る香港らの共存を認めている。こうしたやり方を何というか。 

 

(14)1999 年、ポルトガルから中国に返還された地域を何というか。 

返還後は、香港と同じように特別行政区となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (5)教書 

 

 

(6)共和党 

 

 

 (7)違憲法令審査権 

 

 

 (8)ペレストロイカ 

 

 

(9)独立国家共同体(CIS) 
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(11)全国人民代表大会 
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(14)マカオ 

 

 

 

以上で終了です 
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(15)(14)の人物による、フランス革命に影響を与えた代表的著書を 

何というか。  

 

(16)(14)の人物の基本概念で、公共の利益の実現を目指す意志のことを 

何というか。  

 

(17)1838 年からイギリスで起きた、労働者階級が参政権を求めて 

起こした政治運動を何というか。 

 

(18)20 世紀になって登場してきた基本的人権で、人間に値する生活を 

保障するよう、国に対して要求できる権利のことを何というか。 

 

(19)1919年、(19)の規定を世界で最初に明記した憲法を何というか。 

 

 

(20)1948 年に国連総会で採択された、世界の自由や平和の基礎 
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(21)(20)の宣言は 1941 年にアメリカ大統領が出した「四つの自由」 

がもとになっている。この大統領はだれか。 

 

(22) 1976 年、(20)の宣言は法的拘束力を持たなかったので、その 

精神を条約化し各国に実施を義務付け、制定された条約は何か。 
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人種隔離政策を何というか。 

 

(24)2010 年から 2012 年にかけて、チュニジアやエジプトなどで、 

独裁政権が民衆のデモ活動で倒れた、一連の動きを何と呼ぶか。 
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(5)アメリカの議会に対して、大統領が連邦の状況報告や自己の政策を 

訴え、必要な施策や法案の審議を要請する文書を何というか。 

 

(6)アメリカの二大政党は、民主党とどこか。 

 

 

(7)アメリカの裁判所は、法律の執行について憲法に沿っているかを 

審査する権限を持っている。これを何というか。 

 

(8)ゴルバチョフによる、政治・経済・社会体制の建て直しを進めた 

改革を何というか。 

 

(9)1991 年 12 月、ソ連が解体した後に独立した各共和国で、 

新たに創設した体制を何というか。 

 

(10)中国は一党独裁体制であるが、政治機関への指導や、 

国家の重要ポストのすべてを占めている政党を何というか。 

 

(11)中国の国会に相当する機関で、中国の最高機関とされる機関を 

何というか。 

 

(12)1997 年、イギリスから中国に返還された地域を何というか。 

アヘン戦争によって割譲されたが 155 年ぶりに返還された。 

 

(13)中国政府は、社会主義の体制を採る中国本土と、資本主義体制を 

採る香港らの共存を認めている。こうしたやり方を何というか。 

 

(14)1999 年、ポルトガルから中国に返還された地域を何というか。 

返還後は、香港と同じように特別行政区となっている。 
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